
 ◎
上
関
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て 

  

８
月
11
日
に
上
関
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
上
関
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」（
主
催 

瀬
戸
内
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
）

に
は
、
上
関
町
の
内
外
か
ら
約
20
名
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
が
１
回
目
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず

は
上
関
町
の
「
強
み
（
良
い
と
こ
ろ
）
」
と
「
弱

み
（
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
）
」
を
あ
げ
て
み
よ
う

と
、
参
加
者
全
員
で
そ
れ
ぞ
れ
思
い
つ
く
こ
と
を

発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出

て
き
ま
し
た
の
で
、
今
回
「
わ
い
わ
い
タ
イ
ム
ス
」

で
も
、
そ
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
私
た
ち

の
町
が
活
性
化
す 

る
た
め
に
、
あ
る 

い
は
住
み
や
す
い 

町
に
す
る
た
め
に
、 

今
後
ど
う
い
う
こ 

と
に
重
点
を
お
け 

ば
い
い
の
か
、
み 

ん
な
で
考
え
て
い 

け
る
材
料
に
な
れ 

ば
と
思
い
ま
す
。 

 

◎
上
関
町
の
「
強
み
」 

 

《
豊
か
な
自
然
》
「
豊
か
な
自
然
と
共
存
し
て
暮

ら
せ
る
」
「
風
景
が
良
い
」
「
海
洋
資
源
が
（
魚

貝
藻
類
）
が
豊
富
」
「
空
・
海
等 

自
然
環
境
が

良
い
」「
自
然
の
ま
ま
の
風
景
が
残
っ
て
い
る
（
写

真
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
）
」
「
魚
種
が
ケ
タ
違
い
に

多
く
、
大
変
豊
か
で
あ
る
」
「
海
が
き
れ
い
、
透

明
度
が
高
い
」「
海
を
利
用
し
た
観
光
が
で
き
る
」

「
家
を
出
た
ら
す
ぐ
に
き
れ
い
な
海
」
「
海
が
近

い
」 

 

《
美
味
し
い
も
の
》
「
魚
が
新
鮮
」
「
魚
が
お
い

し
い
」
「
ビ
ワ
や
ミ
カ
ン
が
う
ま
い
」
「
天
ぷ
ら

が
旨
い
」
「
伝
統
的
な
食
べ
物
や
料
理
法
が
残
っ

て
い
る
の
で
は
」 

 

《
歴
史
の
ま
ち
》
「
歴
史
資
源
が
多
い
」
「
長
い

歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
風
土
」
「
歴
史
的
な
資
源
が

豊
か
」
「
源
平
や
明
治
維
新
な
ど
の
歴
史
的
な
史

跡
が
多
く
残
っ
て
い
る
」
「
明
治
維
新
の
始
ま
り

の
町
・
歴
史
の
町
」
「
歴
史
的
資
源
が
あ
る
」 

 

《
地
域
の
つ
な
が
り
》
「
集
落
に
ま
と
ま
っ
て
い

て
コ
ン
パ
ク
ト
、
歩
い
て
コ
ト
が
済
む
」
「
地
域

の
つ
な
が
り
が
強
い
、
家
か
ら
出
た
ら
す
ぐ
知
り

合
い
が
い
る
」「
一
人
一
人
の
顔
が
見
え
る
」「
人

情
に
厚
い
（
気
軽
に
近
所
付
き
合
い
が
で
き
る
）
」 

 

《
住
み
や
す
い
環
境
》
「
静
か
、
ホ
ッ
と
で
き
る

雰
囲
気
」
「
車
が
少
な
い
、
の
ん
び
り
し
た
感
じ
」

「
騒
音
が
少
な
く
静
か
。
よ
く
眠
れ
る
」
「
気
候

が
温
暖
で
暮
ら
し
や
す
い
」
「
生
活
費
が
あ
ま
り

か
か
ら
な
い
」「
自
給
自
足
が
や
り
や
す
い
（
海
・

畑
）
」
「
携
帯
の
電
波
が
弱
く
、
自
分
に
は
住
み

や
す
い
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
」
「
仕

事
と
生
活
の
一
体
感
」 

 

《
観
光
》
「
魚
釣
り
が
で
き
る
」
「
特
徴
的
な
地

形 

半
島 

上
関
と
向
き
合
っ
た
室
津
、
祝
島
」

「
な
つ
か
し
い
町
並
み
」
「
港
が
あ
る
」
「
地
名

が
よ
い
」
「
祝
島 

神
舞
、
万
葉
集
、
平
さ
ん
の

棚
田
の
石
垣
、
段
々
畑
、
豚
の
放
牧
、
練
塀
な
ど
」

「
源
平
合
戦
は
こ
の
辺
で
カ
タ
が
つ
い
て
い
た

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
を
」
「
定
期
船
は
景
色
が
い
い

の
で
、
観
光
船
に
で
き
る
」
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
可
能
」
「
ア
ト
リ
エ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど

を
設
け
、
芸
術
家
好
み
の
町
が
可
能
」
「
自
然
・

町
並
み
、
歴
史
な
観
光
資
源
が
豊
富
（
上
盛
山
展

望
台
の
景
色
は
世
界
最
高
で
は
）
」
「
室
津
半
島

が
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ツ
の
形
、
瀬
戸
内
の
イ
タ
リ
ア

（
伊
は
ロ
ン
グ
ブ
ー
ツ
）
」
「
観
光
資
源
が
豊
富

で
あ
り
周
辺
と
の
ル
ー
ト
化
で
事
業
化
で
き
る
」 

 

《
産
業
》
「
海
洋
資
源
を
使
っ
た
仕
事
が
可
能
」

「
農
業
、
漁
業
の
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
６
次
産
業
化

で
仕
事
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
」
「
海
を
使
っ

た
商
売
が
で
き
る
」
「
観
光
農
業
・
観
光
漁
業
な

ら
直
販
が
で
き
る
」
「
職
住
近
接
が
実
現
で
き
る

（
地
元
で
働
け
れ
ば
１
次
産
業
が
強
い
）
」 

 

◎
上
関
町
の
「
弱
み
」 

 

《
少
子
高
齢
化
》「
高
齢
化
で
若
い
人
が
少
な
く
、

人
材
が
少
な
い
」
「
老
人
が
ほ
と
ん
ど
独
り
暮
ら

し
、
ど
う
し
て
ケ
ア
し
て
い
く
か
」
「
過
疎
化
が

進
ん
で
、
働
き
場
も
な
く
、
人
口
が
少
な
く
な
る
」

「
小
・
中
学
校
が
遠
く
（
四
代
、
白
井
田
、
浦
井
）

地
区
の
過
疎
化
が
進
む
」 

 

《
丌
便
》
「
商
店
が
少
な
い
」
「
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
に
慣
れ
て
生
き
た
の
で
、
買
い
物
が
大

変
」
「
大
き
な
ス
ー
パ
ー
ま
で
遠
い
」
「
交
通
ア

ク
セ
ス
が
良
く
な
い
」
「
車
が
な
い
と
通
勤
・
通

学
・
買
い
物
・
病
院
通
い
が
丌
便
」 

 

《
医
療
》
「
医
師
が
上
関
、
室
津
、
祝
島
に
各
１

人
、
病
気
の
時
に
困
る
」
「
祝
島
、
八
島
は
い
ざ

と
い
う
と
き
に
船
で
病
院
に
行
く
の
が
大
変
」

「
医
院
の
外
来
で
２
時
間
以
上
待
た
ね
ば
な
ら 

       

上
関
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
よ
り 

～ 

上
関
町
の
強
み
・
弱
み 

～ 

な
い
」
「
病
気
の
と
き
に
困
る
の
で
、
住
め
な
い
」 

 

《
産
業
》
「
働
き
場
が
な
い
」
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
な
り
た
い
人
に
と
っ
て
は
働
く
場
が
な
い
」

「
離
島
（
八
島
）
の
商
店
が
成
り
立
た
な
い
」「
物

流
経
費
が
か
か
る
」
「
販
売
農
家
が
少
な
く
、
農

業
者
の
所
得
が
少
な
い
」
「
魚
価
が
安
い
。
漁
民

は
キ
ロ
単
位
で
売
り
、
我
々
は
グ
ラ
ム
で
買
う
」

「
農
地
が
少
な
い
」「
平
野
平
地
が
少
な
い
」「
事

業
者
数
が
少
な
い
」
「
税
収
が
少
な
い
」
「
素
晴

ら
し
い
海
を
活
用
で
き
て
い
な
い
」
「
町
外
か
ら

訪
れ
て
も
、
お
金
を
落
と
す
場
が
少
な
い
」 

 

《
そ
の
他
》「
下
水
道
の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
（
若

い
人
が
住
み
に
く
い
、
浄
化
槽
を
つ
け
る
べ
き
）
」

「
教
育
費
が
か
か
る
（
下
宿
な
ど
）
」
「
海
は
き

れ
い
だ
が
、
港
は
ゴ
ミ
が
多
い
。
町
の
対
応
や
住

民
の
モ
ラ
ル
に
問
題
」
「
原
発
賛
否
で
人
間 

関
係
が
疑
心
暗
鬼
と
な
り
、
丌
幸
な
こ
と
だ
」 

「
一
人
一
人
の
顔
が
見
え
る
の
が
マ
イ
ナ
ス 

に
な
る
ケ
ー
ス
も
」
「
部
落
意
識
が
強
く
、 

町
全
体
を
考
え
る
こ
と
が
少
な
い
」
「
足
を 

ひ
っ
ぱ
り
や
す
い
。
（
地
元
で
は
、
や
ば
る 

の
が
多
い
と
も
）
」
「
危
機
感
が
な
い
」 

 

◎
み
ん
な
で
考
え
、
実
行
し
よ
う 

  

私
た
ち
の
町
の
将
来
は
、
私
た
ち
の
考
え 

と
行
動
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
み
ん 

な
で
協
力
し
て
、
強
み
を
活
か
し
、
弱
み
を 

減
ら
す
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
つ 

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

こ
の
会
を
主
催
し
た
「
瀬
戸
内
ま
ち
づ
く 

り
研
究
会
」
で
は
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
意
見 

を
基
に
し
て
検
討
を
重
ね
、
上
関
町
の
活
性 

化
や
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
の 

ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、 

上
関
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
き 

た
い
、
と
し
て
い
ま
す
。 

  

◎「わいわいタイムス」は毎月第一日曜日発行。10月号は 10月 2日（日）発行予定です。 

上関の港から皇座山と上関大橋を望む 

上盛山展望台からの眺めは 

世界一！！ 


